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いつの時代も天才と呼ばれる存在が世の中の流れを加速させてきた。
“現代のレオナルド・ダヴィンチ”
と、孫正義が賞賛したスティーブ・ジョブズが亡くなった。
５６歳という若さであった。三つ子の魂百までの例えに漏れずとは言え、半分
強しか生きなかった彼だが、１３歳の時にヒューレット・パッカード社のビル・
ヒューレットの自宅の電話を調べ「周波数カウンタの部品を下さい」と言った
日から亡くなる日まで、その独自な生き方は他者を巻き込み、世界も変えた。
今日我々のいる印刷業界も、ＩＴ界に、もう一人の巨人・ビルゲイツしか存
在せず、アップル、そしてマッキントッシュが無かったらあと２０年は旧態依然
としたものだったかもしれない。そう、いっそのこと以前のままだったらどん
なに良かったか。
ＤＴＰ、デスクトップパブリッシング。今さらこの言葉の意味を噛みしめる。
活版からオフセットへと変わった時よりも、ここ１０年～１５年で業界は激変した
のではないか。われわれ専業者に依頼しなくとも、会社内・家庭内で印刷物が
できてしまうこの現実。あるいは印刷物という媒体自体が不要なこの現実。
ジョブズが９７年にアップルに復帰した時、それまで楽しく自由で民主的な社
風で、好きな仕事しかやらずに済んできた社員たちは、最初は“伝説の創業者”
を歓迎していたが、その熱狂はすぐに“暴君”ジョブズへの恐怖に変わった。
全員が会社との関係性を問われ、会社からの要求は跳ね上がった。楽園を追
われたと感じた社員もいた。そして、ジョブズは６０種あったパーソナルコン
ピュータのモデルをわずか３種に絞り込んだという。
選択と集中の結果、彼はipod、iphone、ipadと新しい価値を創造する指揮を
執り、その過程で宿敵と目された「もう一人の巨人」ゲイツとも握手し、マイ
クロソフトと互換性を持たせた。
アップルのシンボルマークである林檎の意味はと、ジョブズ、ウォズニアッ
ク（もう一人の創業者）に尋ねても「明確な意味は無い」との答えしか返って
こなかったらしい。しかし私にはどうしても、アダムとエバが口にし楽園を追
われたとされる「禁断の実」の暗喩ではないのかと思えてしまう。「ＤＴＰ」
という林檎を口にし、楽園を追われた我々はどこへ行くのだろうか？
「どれだけ良いアイデアを殺せるかが勝負だ」ジョブズは新規プロジェクト
開発にあたっての心構えをこう語ったというが…。
殺すだけの良いアイデアがあふれ出て来ない（天才では無い）我々の勝負は
なんでしょう？ それは皆さん自らに問うて、そろそろ答えを出される時機で
すぞ。

印刷燦燦
失楽園

理事 齋藤 義八
株式会社ＩＮＳリンク代表取締役社長
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理事会は、岡部理事長のあいさつの後、定数
報告が行われ、理事長を議長に議事に入った。
最初に、報告事項として、�事業実施状況に

ついて、北印工組の事業、全印工連の事業、関
係団体の事業に大別して、本年度の活動状況が
報告された。
�第２９回北海道情報・印刷文化典オホーツク
大会ならびに組合設立７０周年記念事業につい
て、開催結果と７０周年記念表彰者が報告された
後、松井オホーツク支部長から、「８月に網走
で行われた文化典は皆様のお蔭をもって無事終
了することができた。７ヵ月前に起きた東北の
東日本大震災で文化典が開けるかどうかを支部
内でも相当の議論をしたが、何とか無事開催す
ることができた。網走から組合員以外に市長、
商工会議所会頭、金融機関・議会関係者など何
人か出ていただいたが非常にすばらしいとお褒
めの言葉をいただいた。各業界の全道大会は網
走で殆どやったことがないと思うし、北海道印
刷工業組合がこんなに組織がしっかりしてやっ
ているんだということに驚きを持っていた。全
印工連から水上会長が来られて、全日本までき
ちんと組織されている印刷業界に対して、お前
達の団体はすごいと大変高い評価をいただい
た。２０名の小さな支部であるが大会を通して何

度も実行委員会を開いたお蔭で、支部がっちり
固まった。これは本当に貴重な財産だと思う」
とお礼のあいさつが述べられた。
次に、議事に移り、�平成２３年度下期事業ス

ケジュールについて、組織の拡大。広報活動の
強化、明日に向かって「魅力ある業界づくり運
動」の展開、共済事業への加入促進、福利厚生
事業の実施、組織・財政状況の検討、全日本印
刷文化典北海道大会の開催準備の事業スケ
ジュールが説明され決定された。
その中で、２０２０年の印刷業界の姿をデザイン

した産業成長戦略提言説明会を、ソリューショ
ンプロバイダーへの進化をテーマに３支部で開
催する。
また、クロスメディア出版・電子書籍の研究

について、岸経営革新・マーケティング委員長
から「電子書籍に対して産・学・官で何かいろ
いろな勉強ができないかと考えている。あくま
で電子書籍に対する技術的な話やテクニカルセ
ミナーのような感じでなく、私達が生業として
きた紙というものが今後どうなっていくのかと
いうようなことを皆で勉強しあえるようなもの
にしたい。アドビのソフトウェアを買えば電子
書籍は簡単にできてしまうのでそういう勉強を
するのでなく、もう少し広義な意味での勉強を

２０１２全日本印刷文化典北海道大会の準備 実行委員会設置

平成２３年度第２回理事会が、１０月７日午後１時３０分から札幌市中央区の
かでる２．７で全道から理事１６人と監事２人が出席して開催され、下期事業
スケジュール、印刷資材値上げに対するユーザーへのお願い状、２０１２全日
本印刷文化典北海道大会の運営体制などを決定した。
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するための協議会を経営革新・マーケティング
委員会でできないか起案をした。官の方は北海
道経済産業局、札幌市経済局に話をしたらお金
はないので名前だけになるが協力をしたいとい
うことである。学の方になると市立大学、情報
大学などは、電子書籍のコンテンツを教材とし
て勉強している学校でもあるので是非学生を参
加させたい。ハード・ソフトベンダーも是非協
力をしたいというかたちになっているので何ら
かの動きをしたいと考えている」と説明された。
�印刷資材の値上げの対応については、イン

キメーカーの東日本大震災の工場被災による原
料調達難による価格上昇、製紙メーカーの原燃
料価格高騰を理由にインキならびに用紙が値上
がりしていることから、お客様に窮状を訴え、
理解を求めることを決定した。
その対策として、�北海道印刷工業組合の
ホームページに「有益な印刷製品・サービス供
給にご理解くだい」というテーマのお願い文を
掲載、�組合員各位がお客様にお願いをするた
めの全印工連会長・北印工組理事長・企業代表
の連名での「印刷物ご発注に関するお願い」の
文章ならびに関係資料の配布、�北海道出納局
長、各北海道総合振興局長、各北海道振興局長、
道内各市町村長に「印刷物ご発注に関するお願
い」を文章で行うことを決定した。
�２０１２全日本印刷印刷文化典北海道大会につ
いて、これまで準備委員会を設置し、日時の決
定、会場の選定、主な行事について検討し理事
会において決定してきたが、これからは本格的
に準備を行うため実行委員会、委員会、運営事
務局の設置を決定した。
実行委員会の委員には理事と監事が就く、委
員会は組織・財務委員会（飯村俊幸委員長）、
記念式典委員会（岸昌洋委員長）、記念懇親会

委員会（板倉清委員長）、記念講演会委員会（松
井丈委員長）、記念事業委員会（大和繁樹委員
長）の５委員会とし、全委員会・事業等の調整
機関として運営事務局を設置し各委員会委員長
と理事長、専務理事が就く。
�平成２３年度第３回理事会、下期北海道地区
印刷協議会、経営者研修会を、北海道印刷関連
業協議会平成２４年新年交礼会に併せて１月１０日
�に開催することとした。
	全印工連特別ライセンスプログラムについ

て、昨年度から実施しているものでAdobe CS５．５
を組合員は特別価格で購入できる制度で、２年
毎の募集としていたが、第１期の募集期間が短
く参加できなかった組合員が多かったことか
ら、昨年度参加した組合員が不利にならないよ
うにして、本年度も募集を行うことになったの
で組合員に周知することとした。
また、今年から、日本グラフィックコミュニ

ケーションズ工業組合連合会、日本グラフィッ
クサービス工業会の組合員も事業利用料を負担
することで参加ができるようになった。

次期理事長推薦委員会を、理事長選出手順

内規に基づいて設置することを決定した。
この後、支部活動状況の報告に移り、野津十

勝支部長から、帯広市に対する印刷発注に関す
る要望について説明が行われた。
要望事項は、�印刷の請負契約における最低

制限価格制度の導入と発注方法の見直し、�地
元印刷関連業者への発注、�庁内印刷の印刷業
者への発注の３点。
また、旭川での要望活動についても発表され、
情報交換が行われた。
つづいて、オホーツク大会の運営方法、従業

員表彰の方法、会議のあり方等について意見交
換が行われた。
以上で平成２３年度第２回理事会を終了した。
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北海道印刷工業組合は、このたびの主要イン
キメーカーならびに主要製紙メーカー各社によ
る一方的な印刷インキならびに印刷・情報用紙
の値上げについて基本的に反対であるとして、
全印工連、日印産連と連携して対応をしている。
インキメーカーの東日本大震災の工場等の被
災による原料調達難による価格上昇、製紙メー
カーの原燃料調達価格高騰を理由とする、一方
的かつ１０％以上の大幅な値上げはあまりにも唐
突であり、到底容認できる状況ではないが、昨
今の情勢を鑑みると値上げを完全に阻止するこ
とは残念ながら厳しい状況にある。
当組合では、このたびの印刷インキ、印刷用
紙値上げは企業経営に大きな影響を及ぼすこと

が懸念されることから、北海道印刷工業組合の
ホームページにお客様へ窮状を訴えご理解いた
だくための文章を掲載するとともに、全印工連
の協力のもと組合員各位がお客様にお願いする
ために利用できる「印刷物ご発注に関するお願
い」文書と資料を同ホームページに組合員専用
（ＩＤ・パスワードが必要）で用意をした。
また、北海道出納局長、９つの北海道総合振

興局長、５つの北海道総合振興局長、１７９の道
内市町村長に、同主旨の「印刷物ご発注に関す
るお願い」の要望を行った。
なお、当組合は、この印刷インキ、印刷用紙

の値上げにはあくまでも反対の態度を貫いてい
る。

（ホームページに掲載しているお願い文書）

有益な印刷製品・サービス供給のためご理解ください。

北海道印刷工業組合は、道内の印刷事業所２００社で組織し、印刷を通して国民生活および文化の
向上に日々努めています。

長引く景気低迷に加え東日本大震災等の影響を受け、道内の印刷需要が減少を続ける中、組合員
企業はさまざまなコスト削減に取り組み、有益な印刷製品・サービス供給に努めています。

しかしながら、印刷の主材料であります用紙およびインキ等が、東日本大震災の工場被災等によ
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「印刷物ご発注に関するお願い」
ＨＰ掲載・全道治自体に要望・お願い文章作成
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る原料調達難からの価格上昇を理由にインキは既に６月から１０～１５％の値上げが実施され、用紙に
ついても各種原燃料価格の高騰を理由に９月から順次１０％以上の値上げが実施されています。

これら主材料の高騰は、経営を大きく圧迫し、もはや企業努力でのコスト吸収は限界に至ってい
ます。

お客様各位におかれましては、これらの諸事情をご賢察いただき、ご発注に際しましては格別の
ご理解とご高配を賜りますようお願い申し上げます。

平成２３年１０月

北海道印刷工業組合 理 事 長 岡 部 康 彦
旭川支部長 谷 川 敞 小樽支部長 米 澤 正 喜
オホーツク支部長 松 井 丈 北空知支部長 吉 田 正 治
札幌支部長 板 倉 清 十勝支部長 野 津 雅 之
苫小牧支部長 山 田 新 一 函館支部長 浜 中 正 治
南空知支部長 朝 山 竹 博 室蘭支部長 辻 新 八
稚内支部長 杉 川 毅

（組合員用のお願い文章）

平成２３年１０月

（顧客名） 様

全日本印刷工業組合連合会
会 長 水 上 光 啓
北 海 道 印 刷 工 業 組 合
理事長 岡 部 康 彦
△ △ 印 刷 株 式 会 社
代表取締役社長 □ □ □ □

印刷物ご発注に関するお願い

拝啓 貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。
さて、私ども印刷業界におきましては、主要資材である印刷用紙およびインキ等が、東日本大震
災の工場被災等による原料調達難からの価格上昇を理由にインキは既に本年６月から１０～１５％の値
上げが実施され、印刷用紙についても各種原燃料価格の高騰を理由に本年９月から順次１０％以上の
値上げが実施されています。
このような情勢の中、印刷業界は一層のコストダウンにより対応を続けてまいりましたが、印刷
用紙を中心とする諸資材の高騰が経営を大きく圧迫し、厳しい状況に直面しております。
印刷業界は更なる経営努力を続けて参りますが、お客様各位におかれましては、これら諸事情を
ご賢察いただき、ご発注に際しましては格別のご理解とご高配を賜りますようお願い申し上げます。

敬具

�������	
���

�



�
�
�
�
�
�
�

（自治体に要望した文章）

平成２３年１０月８日
（北海道出納局長）
（各北海道総合振興局長） 様（各北海道振興局長）
（各市長村長）

全日本印刷工業組合連合会
会 長 水 上 光 啓
北 海 道 印 刷 工 業 組 合
理事長 岡 部 康 彦

（公印省略）

印刷物ご発注に関するお願い

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素は、印刷業界に対し格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
さて、私ども印刷業界におきましては、主要資材であります印刷用紙およびインキ等が、東日本
大震災の工場被災等による原材料調達難からの価格上昇を理由にインキは既に本年６月から１０～１５
％の値上げが実施され、印刷用紙についても各種原燃料価格の高騰を理由に本年９月から順次１０％
以上の値上げが実施されています。
また、その他諸資材についても今後値上がりが避けられない状況にあります。
このような情勢の中、私ども印刷業界では組合員一同、一層のコストダウンを図りながら、必死
の経営努力を続けて参りましたが、これら諸資材の度重なる値上げは、経営基盤を根底から揺るが
し、極めて厳しい状況に直面しております。
つきましては、印刷業界では、組合員一同、今後も有益な印刷製品・サービス供給のため更なる
経営努力を続けて参りますが、貴機関におかれましては、何卒、これらの諸事情をご賢察いただき、
印刷物発注際しましては、特段のご理解とご高配を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

敬具

第１４回日本自費出版文化賞（日本グラフィッ
クサービス工業会主催、日本自費出版ネット
ワーク主管）において、中西出版株式会社（林
下英二社長・札幌市東区東雁来３条１丁目１番
３４号）発行の、「アイヌモシリ・北海道の民衆
史－人権回復を目指した碑を訪ねる」（杉山四郎
著、印刷は中西印刷株式会社）が、６５１点の応
募作品の中から見事、栄えある大賞に輝いた。

中西出版�・第１４回日本自費出版文化賞 大賞受賞
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平成２２年の北海道工業統計速報値では、北海
道の製造業の全産業で、事業所数が５，８７２事業
所で前年に比べ２６４事業所が減少（△４．３％）し
ている。従業者数は１６８，８２２人で前年に比べ
８，２９１人が減少（△４．７％）している。製造品出
荷額は５兆８，５２１億円で前年に比べ６，４９６億円が
増加（１２．５％）している。

平成２２年の印刷・同関連業は、事業所数は４０７
事業所で前年に比べ１４事業所が減少（△３．３％）
している。従業者数は７，９７３人で前年に比べ１８９
人減少（△２．３％）している。製造品出荷額は
１，２６７億７７百万円で前年に比べ４２億９百万円減
少（△３．２％）している。

平成２２年北海道工業統計速報発表される

平成２２年の北海道工業統計（４人以上の事業所）の速報値が、このほど、
北海道総合政策部地域行政局統計課から発表になった。
印刷・同関連業の出荷額は、１，２６７億７７百万円で前年比３．２％減と落ち込

んだ。

事業所数 従業者数 製造品出荷額等
事業所 前年比（％） 人 前年比（％） 百万円 前年比（％）

平成２２年 ４０７ ９６．７ ７，９７３ ９７．７ １２６，７７７ ９６．８
平成２１年 ４２１ ８８．８ ８，１６２ ８８．３ １３０，９８６ ８９．４
平成２０年 ４７４ ９６．１ ９，２４３ ９４．１ １４６，３７４ ８９．８
平成１９年 ４９３ ９１．８ ９，８２７ ９８．４ １６２，８７８ ９８．３
平成１８年 ５３７ ９２．９ ９，９８５ ９５．５ １６５，６４５ ９４．６
平成１７年 ５７８ ９６．６ １０，４４９ ９７．６ １７５，０６２ １０４．６
平成１６年 ５９８ ８９．５ １０，６９９ ９６．３ １６７，３２３ ９６．５
平成１５年 ６３４ １０４．４ １１，１１０ ９７．９ １７３，２８６ ９９．５
平成１４年 ６２５ １１，３４７ １７３，９９５

�������	
���������������������

北海道工業統計
（印刷・同関連業）
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岡田講師は、最初に「印刷産業経営羅針盤」
の使い方を説明し、先ず２０項目の問診表により
自社の症例の見極めることから始めるとした。
その上で、印刷業が抱える４つの課題として、

�同質化競争、�高分岐点体質、�借入金依存、
�どんぶり勘定を指摘した。
そして、何を変えるべきかを知り、どこまで
どんなやり方でやるか、重点行動を明確にし管
理進捗を徹底するとして、現在の経営を総点検
し、やるべきことの優先順位を明確化すること
とした。
この後、同質化競争に関わる事業戦略上の課
題、高分岐点体質、借入金依存に関わるコスト
構造上の課題、どんぶり勘定に関わるマネジメ
ントの課題について詳しく解説した。
また、自社の強みを知る方法として、�お客

様に聞く、�歴史的な流れの中で押さえる、�
たまたま上手くいった例外に注目するの３点を
挙げ、各種の経営数値は比較して初めて意味が
あるとした。

�三塚印刷�が移転
三塚印刷株式会社（平野巡社長）は、このた
び、移転した。
〔新住所〕
〒００７―０８３５ 札幌市東区北３５条東９丁目３番２０号

TEL０１１―７５２―０１１８ FAX７２１―５７８２
�東洋インキ北海道�社長に近藤雅彦氏
東洋インキ北海道株式会社（札幌市西区西町
南１１丁目１番３６号）は、このたび、御子柴武社
長が東洋インキ株式会社へ転勤され、新しく代
表取締役社長に近藤雅彦氏が就任した。
��コスモテック札幌営業所が札幌出張所とな
り移転
株式会社コスモテック札幌営業所（及川進所
長）は、このたび、札幌出張所となり移転した。

〔新住所〕
〒０６２―００３４ 札幌市豊平区西岡４条７丁目１番

４３号 ９０６号
TEL・FAX ０１１－８５５－０３７７

印刷産業経営羅針盤セミナー開催

印刷産業経営羅針盤セミナーが１０月７日午後３時３０分から札幌市中央区
のかでる２．７で、講師に�タナベ経営印刷営業革新チーム東京本部部長代
理の岡田泰範氏を招き、「売上高経常利益率５％への道」をテーマに４０余
人が参加して開催された。
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業界のうごき

北海道印刷関連業協議会
平成２４年新年交礼会
北海道印刷関連業協議会の平成２４年新年
交礼会が下記により開催されます。

記

日時 平成２４年１月１０日�午後５時
会場 札幌グランドホテル

（札幌市中央区北１条西４丁目
電話０１１―２６１―３３１１）

会費 ８，０００円
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